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1.近年､細胞 ･臓器に対する糖鎖の特異的親和性を利用したDDSの研究が
精力的に進められ､その重要性の認識と共に多くの報告がなされている｡
演者らは､D-マンノース残基が大腸菌 ･血清糖蛋白等に対して特異的親和
性を有することに着目し､D-マンノ-ス戎基を認識素子とする新規糖質高
分子の分子設計 ･合成により､クラスター効果を有する細菌および血清糖
蛋白マーカーの開発が可能と考え､検討した0

2,3.まず､αおよびβ-D-マンノース誘導体置換スチレンモノマーの合成
を行った｡その際､β-D-マンノース誘導体(13)の合成には､2位の立体的
障害およびアノメリック効果のいずれからもβ-グリコシル化が困難なた
め､佐藤らl)の知見をもとにガラクト-スの2,4位水酸基同時反転により
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13を合成し､目的とするβ体モノマー(16)へと変換した｡モノマー(5),16
に対してラジカル重合を行い､両親媒性構造を持つポリマー(6),(17)とし
た｡植物レクチン(ConA)を用いてポリマーの結合能を測定したところ､6
においては､メチル a-D-マンノシドに比べて､重丑当りでは900倍以
上の強い結合能を有していた｡これにより､高分子化によるクラスター効
果の発現が示唆された｡
1)佐藤ら.第65回有機合成シンポジウム講演要旨集,29(1994).


